
  『ぶぶちゃんのりぼんさがし』 

 

1 

あるところに さっくん と ももちゃん がいました。 

ふたりは おうちで あさごはんをたべています。 

 

2 

ふくしえんちょうせんせいが ふたりを ばすで おむかえにきました。 

「おっはよーう」 

 

3 

ようちえんについた さっくん と ももちゃんは ぺっとのぶぶちゃんに 

「おっはよーう」といいました。 

すると ふたりは ぶぶちゃんの りぼんがないことにきがづきました。 

 

4 

そのとき そらから “ぱから”と こーんがやってきました。 

さっくん と ももちゃんは 「りぼんをしりませんか？」と こーんにたずねました。 

こーんは 「みんなでさがそうよ」と いいました。 

 

5 

こーんが 「ゆりりんでておいでー」と おおきなこえでよびました。 

すると おそらから ほうきにのった まほうつかいの ゆりりんが ふんわり とおりてきました。 

 

6 

ゆりりんは さっくん と ももちゃん に まほうではねをつけました。 

「あぶらかたぶら～☆彡」 

 

7 

こーん と さっくん と ももちゃんは おそらにとんで ぶぶちゃんのりぼんをさがしました。 

「どこにあるかな？ かぜでふきとばされて きにひっかかったかなー？」と さっくんがいいました。 

 

8-9 

★探し回るさっくんたちの絵 見開き 

 

10 

すると りぼんが ももちゃんの ぽけっとのなかにありました。 

ぶぶちゃんのおせわをしているときに はいってしまったことを ももちゃんは きがつきませんでした。 

 

11 

さっくんは 「ももちゃんがいれたんでしょう」 とおこりました。 

ももちゃんは 「ちがう」 といいました。 

「ぜったいいれたでしょう！うそつき！」と さっくんがいうと 

「さっくん だいっきらい！」と ももちゃんがいいました。 

さっくんも「ももちゃん だいきらい」と おこって “ぷい”としました。 

こーんは「こまったなあ」といいました。 

 



  『ぶぶちゃんのりぼんさがし』 

 

12 

こまってしまったこーんは ゆりりんをよびました。 

「なかよくなるまほうをかけて」と おねがいしました。 

 

13 

「なかよくしなさーい☆彡」 

 

14 

ところが まほうは ききません。 

“なかなおり”の まほうは きかないようです。 

 

15 

さっくん と ももちゃんは かなしいきもちになりました。 

「なかなおりしたいのになー」と こころのなかで おもっています。 

さっくんは どうやったら ももちゃんが ゆるしてくれるか かんがえました。 

 

16 

さっくんは どうやったら ももちゃんに “ごめんね”のきもちがつたわるか かんがえました。 

 

17 

＊めをみて いう 

 

18 

＊やさしく 

 

19 

＊おおきいこえだとみみがいたい ちいさいこえだときこえない ちゅうくらいのこえ 

 

20 

＊わるかったなって かお 

 

21 

かんがえたことをあたまにいれて ももちゃんに あやまりにいきました。 

 

22 

「ごめんね ももちゃん」というと ももちゃんは 

「いいよ。 わたしも ごめんね」と いって ふたりは なかなおりをしました。 

 

23 

なかなおりをした ふたりは さっそく ぶぶちゃんに りぼんをつけてあげました。 

 

24 

なかなおりをして ぶぶちゃんの りぼんもみつかって みんなは にこにこえがおに なりました。 

めでたし めでたし。 


